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1 ) 末梢血リンパ球 subpopulation と肝組織像
対象は昭和48年10月より 52年 4 月までに大阪大学第 2 内科に入院又は外来通院し，腹腔鏡肝生検
により診断を確定した急性ウイルス肝炎37例，慢性肝炎44例，慢性アルコール性肝炎 8 例，肝硬変
症29例，その他の肝疾患計158症例の末梢血リンパ球 subpopulation を算定した。 T細胞は羊赤血球
3 個以上のロゼット形成細胞を数え， B細胞は10倍稀釈した FITC標識抗ヒト免疫グロプリン家兎
血清を用い membrane fluorescence を有するリンパ球を算定し，ともに%で示した。これら以外











C結合があり p-p結合の多い例. c)肝硬変症のうち大結節性肝硬変症，である 0
t) 肝組織内浸潤リンパ球subpopulation
対象は昭和51年 6 月より.52年 4 月までの症例で，急性ウイルス肝炎10例，慢性肝炎18例，慢性ア




織内 B細胞 null cell は低値を示した。このことは，ウイルス感染時の病巣における T細胞の一般
的な反応性増加に一致し，その場合にはウイルス感染細胞に対する T細胞の反応が組織障害をおこ
すとされている。この事実は急性ウイルス肝炎における肝組織内 T細胞の役割を示唆している。慢
性肝炎では肝組織内 T細胞比率は急性ウイルス肝炎に比し低値で. B細胞 null cell は共に高値を
示す。末梢血においては活動型が非活動型に比し低値を示すにもかかわらず，肝組織内 T細胞比率
は，活動型と非活動型との聞に差はみられない。この点から慢性肝炎の肝病変では急性肝炎類似の








比率が低値でかつ活動性の違いにもかかわらずT細胞， B細胞， null cell 比率はほぼ一定である。
慢性アルコール性肝炎，肝硬変症でも慢性肝炎とほぼ同様の値を示す。
つ白押
t
論文の審査結果の要旨
本論文は，肝疾患の組織像と末梢血リンパ球比率との関係，更に肝病変の反応の場である肝組織内
浸潤リンパ球比率との関係を検索したものである。そ'の結果，末梢血リンパ球比率と活動性をあらわ
す肝組織像との関係を明らかにしえた。肝組織内リンパ球比率では，急性ウイルス肝炎でT細胞比率
が高値であり，慢性肝炎では T細胞比率が低値でかつ活動性の違いにもかかわらず両者に差がみられ
ないことを知った。以上の成績は肝疾患の病態解明の重要な手掛りを与えるものである。
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